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（２） 市「 の 」から 

の を考 る（報告） 

 

森山 治・   

 

 めに（研究の経 ） 

本 地域創 （森山 ）、 （ ） 大 （

）と 市・ 市社会 議会 し、 年度から の に

生と共に んで て の が とする 、 に する

大 生にと て の な を持 のか、 の を 的に 年度から共同研究 の

（ 大 ）氏と、 市生活保 の の の

からの関係 に してインタ ュー を な 、インタ ューで

を に、 成 の経 、 状に ての 理を な 、 の課題に て報告し

（研究の成果に て 、 大 経済論 第 （ から 覧可能）

） 

 

 の政策 （ 進 から へ） 

 年 に 生活保 度の に関する 会報告 で 、

に 、「 の 生 」の が 的で 、 の

を す として を考 て の が 年度よ 生 に

が と、 年度から グラムに て、「

進 等 グラム」が 度 とに なが て る  

 しかし、 年に 生活 に て、 年 から

の 、 での に 、「 の ・生活 」とし

て、生活 に る 等の生活 ・ 成環境の に関する 、生活

に る 等の （進 等）に関する に する 報 、

、関係 関との が 生活 ・ 成環境の に て 、 へ

の 、生活 の 成・ に て、 ・ の が とな

て る  

 に の の を 的とし 進 （

的に る）の で な 、社会的な へと の が 動して ると

考 ら る  

 

 にと ての社会的な と か 

 （ ） 、 行研究を元にアジー とアイ ン と を ー ー

としながら、「社会的 」と「 的 」に 理し、「社会的 」
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によ て が と て る 、「 的 」 を す とがで る

、 的な を て で る と 理して る の共 、社会的で

的で 、 が で る とを かめる とがで る環境（ ）を し、

が と に の 社会の で生 て ると を にし、 ・

が ら るの と して る  

 ・ （ ） の で、 ッ アウト の が める

「 に て る 」と する の で が国に が行 と

が 来、 生にな て 行 る が で ると する アメリ の

を に、大 の 、 んな が る を との のなかで

して る 、 年の を て ポライターで

、 的経 に 研究 と なる視 で と して が、「 に

て る 」が で ると する の 、 のよ に「 」の

理 て な のの、 で る と同 に「 が で る とを

かめる とがで る環境」が で ると して ると考 ら る  

 の 、 が 理するよ に、 にと て、 が で

る とを かめる とがで る環境（ ）で 、 が と に、

が社会の で生 て ると を にし、 ・ が ら る で る

とが で ると る  

  

 と （ の ） 

 の に と 行 が とで、 に にと て の

な が ると るの か インタ ュー の 果から の が めら

る  

による 、 の と関係 を る として

保 、 が の成 に が る  

の 的 進 を として るが、 際に 大 生に

な を て ら る 会を して ら 、 と なる大 との

関係を る にな て る  

と 行 が とで、 から る を保 から めら る する

とで にと て な が 来る が行政 で る と 保 にと て

を 、交 の る め 的な の らな と

の の しをして る を て る  

の の る と 、 が「 続 て る」と とで る

を持 な ので るから、 にと て の に行 て 行かな て

と で る  

て、 の に と 行 、 を 的として て な と 、
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の が な に社会的な として を持 て る とな て ると考 ら

る  

 

・検 の  

 とする を別として の成果に て で するの の

理 によ と考 ら る  

的な が し 用 果を めるので ば 年 での 市

生 が で るのに し、年 にす な の

の に な で る の 一 にかか 経 を に年 で

て ると で る しかし し 生が ん んな に して

ると な め、 際に一 の 生にかかる経 の と考 ら

る の 合 一 の 生にかかる年 経 を と に、 し

て のよ と るか 問で る に の経 を する市の年

（一 会 ・ 年度 ）で 、市の年 から ば

の 経 になる の大 な を て ると な と で る  

国が の 的として 進 で るが、 年 の 用 す て

へ進 して 、進 で ば で る 国が める 的 成 て

る しかし、 を 用して な 生 の 、 進

（ ）で 、 的に が ると な て進 と 果

が の成果に と  

を すると 視 から を ると、 市の で

年度から、 生 に を 用して を として継続的な を な て

が、 の 年度 、 年度 の で る 年度

が のの 年度の に で て る

に の進 、全日 、 別 、 等と に て

る め、進 ざ な理 による を考 ると、アフターケアを な

と考 ら る  

 

 への課題 

に関係する課題 

 に する の 、 の 度にす な の と

して 開 よ 、大 生 成による 回の を発行し、生活 課

の地 から へ をして る 年 回 度開催 る交流イ ントに

生等の が 来る 会を て る しかし一 の 理 として考 ら る

の 、 生の 活動が し とが ら る 市 の の 生 スポー を

とする 活動に して 、 年生の で 日を め 生活スケジュー の
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に 活動が ら て る て、 活動に する が 年の

からとなる る 生の生活スケジュー が 活動を に動 て る 状で

、 に 活動を で める と 団からの と な 、 での を

とに なが か な にリス が生 る が し 課題と る  

 に、 生 を の とする課題で る への 的思

考を めら る 年からで 、 の の 活動による を考 する

と の に 大して とが考 ら る め、本来で ば

年 からの が し と考 ら る しかし、 を 大する と 、 のに

な を め 規模の 大を して 的な課題 生 て る の 、

との を て 同 の課題 生 ると考 ら る  

 に、 に ながらな に する課題で る 等の活動

用 に して が ので な め、 報 能 が し 、 との に

的で ると に ながらな 問題が生 て る し が な なる めに

、 の 的な と関係 関の の なが を めて しか が  

大 生 ラン アに関係する課題 

 に する大 生 、 保 ・ ・ 務の 地 公務 等に

なる 生が め、 にと て 来の リア に る の での

的な が の が可能とな 、 リア の際の な とな て

ると考 ら る  

 しかし を る と が 的で な て の

等 な問題を て る 大 生が な大 としての

で ば る 、 関係 のと 大 生に して の を

しか て る の す （ の の 報な ）によ て大

生 務が めら る の によ て 、大 生の に として る

る る大 生の に して 、 が で る 、個別の ケースに

してのア イス、 の を する めのアフターケア とな て る

で 大 生に してのケア と な か し な  

に関係する課題 

 市で で の が別 に て が、 年度から

の 総合 として しかし、 （生活保 ・

生活 を ） 市社会 議会に 、 （ と を ）

市 合会に するとし の で 、大 生 ラン アの

別 に な て る 一 規の ラン アに する 会が 市

社会 議会 催として合同に開 が、 のミー ング アフターケア

別 に する状況に る で の 構 で る とにか な
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に 

 社会的な としての 、 ざ な問題を る にと

て、 な としての めら る しかし の開 から 年が経 が

課題 て る 続 課題 に を が継続する 関

係 との によ が る 、 の に て 的な視 を

持 、可能な に し への を な とで、

が社会の一 として生活を な て る とを して が る  
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